
マクニカ・富士エレ ホールディングス株式会社 
平成28年3月期 

決算説明会資料（プレゼン編） 

2016年5月9日 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると 
 判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。 
 また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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※企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年 

 4月1日から2016年3月31日まで（12ヶ月）の連結業績、 

 富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月 

 1日から2016年3月31日まで（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

 

※2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

 

※2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレク 

 トロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 
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Ⅰ 2016年3月期実績 

連結業績ハイライト（前年比） 

（単位：億円） 
2014年度 

  実績※2
 

2015年度 

   実績※1
 

差異 前年比 

売上高 3,420 4,053 633 18.5% 

売上総利益 436 443 7 1.7% 

営業利益 110 97 ▲13 ▲11.7% 

経常利益 97 102 5 4.5% 

親会社株主に帰属
する当期純利益 

56 73 17 29.3% 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日まで（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日まで（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 

（参考） 
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Ⅰ 2016年3月期実績 

連結業績ハイライト（予想比） 

（単位：億円） 

2015年度 

予想 

（11/2発表） 

2015年度 

  実績※1
 

差異 予想比 増減要因 

売上高 3,970 4,053 83 2.1% 

サーバー・ストレージ、車載、海外ロー
カルビジネスが伸長 

ネットワーク事業の拡大 

売上総利益 443 443 0 0% 

携帯端末、メモリー等売上総利益率の低
いビジネスの拡大 

仕入先の合従連衡を背景とした競争激化 

営業利益 97 97 0 0.3% ほぼ計画通り 

経常利益 102 102 0 ▲0.2% ほぼ計画通り 

親会社株主に帰属
する当期純利益 

75 73 ▲2 ▲2.8% ほぼ計画通り 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日まで（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日まで（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 
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連結貸借対照表 

Ⅰ 2016年3月期実績 

（単位：億円） 
2016年 

3月末 
主な要因 

 流動資産 1,869 現金及び預金208億円、売上債権789億円、商品735億円等 

 固定資産 143 有形固定資産65億円、投資その他の資産63億円等 

資産合計 2,012 

 流動負債 794 仕入債務375億円、短期借入金161億円、前受金107億円等 

 固定負債 141 長期借入金68億円、退職給付に係る負債53億円等 

負債合計 936 

純資産合計 1,076 
資本金101億円、資本剰余金427億円、 

利益剰余金492億円等の株主資本が1,016億円 

負債純資産合計 2,012 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日まで（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日まで（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 
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連結キャッシュ・フロー計算書 

Ⅰ 2016年3月期実績 

（単位：億円） 2015年度 主な要因 

営業活動による
キャッシュ・フロー 

▲12 

税金等調整前当期純利益106億円、減価償却等の増加要因があった

ものの、売上債権の増加、たな卸資産の増加、仕入債務の減少及び
負ののれん発生益の計上等の減少要因があったことによるもの 

投資活動による
キャッシュ・フロー 

▲15 
有形・無形固定資産の取得及び関係会社株式の取得等の減少要因に
よるもの 

財務活動による
キャッシュ・フロー 

29 
配当金の支払い等の減少要因があったものの、短期及び長期借入金
の純増等の増加要因があったことによるもの 

現金及び現金同等物
の期末残高 

207 
期首に比べ4億円減少し、株式移転により73億円及び連結の範囲の
変更に伴い3億円それぞれ増加 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日まで（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日まで（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 
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セグメント別：連結売上高 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2014年度 2015年度 

4,053億円 前年比＋18.5％  

単位：億円 
（構成比率） 

ネットワーク事業 

集積回路及び 
電子デバイスその他事業 

3,420億円 

4,053億円 

3,198億円 

（94%） 

222億円 

（6%） 

3,781億円 

（93%） 

272億円 

（7%） 

+18% 

+23% 

Ⅰ 2016年3月期実績 
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集積回路及び電子デバイスその他事業（用途別） 

3,781億円 前年比＋18.2％  

Ⅰ 2016年3月期実績 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2014年度 2015年度 

コンピュータ 

OA・周辺機器 

588 

940 

（17%） 

（28%） 

411 

（12%） 

467 

（17%） 

通信インフラ 

通信端末 

民生機器 
389 

（13%） 

車載 

産業機器 

3,198億円 

3,781億円 

168 

（7%） 

235 

（6%） 

単位：億円
（構成比率) 

（18%） 

（30％） 

（13%） 

（15%） 

（12％） 

（5%） 

（7%） 

638 

1,046 

442 

661 

497 

249 

248 

+49% 

+8% 

+5% 

+7% 

+11% 

+28% 

+42% 
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集積回路及び電子デバイスその他事業（品目別） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2014年度 2015年度 

アナログ 

ASSP 

ASIC 

PLD 

メモリー 

3,781億円 前年比＋18.2％  

3,198億円 

3,781億円 

その他標準IC 

電子デバイス 

その他 

57 

271 

59 

228 

410 
570 

844 

1,047 

374 479 

490 

598 

720 

765 

32 35 

（2%） 

（8%） 

（13%） 

（26%） 

（12%） 

（15%） 

（23%） 

（1%） 

（1%） 

（6%） 

（15%） 

（28%） 

（13%） 

（16%） 

（20%） 

（1%） 

単位：億円
（構成比率） 

+22% 

+4% 

+6% 

+24% 

+28% 

+39% 

+9% 

▲16% 

Ⅰ 2016年3月期実績 
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272億円 前年比＋22.5％  

ネットワーク事業（品目別） 

サービス 

ソフトウェア 

ハードウェア 

単位：億円
（構成比率） 

222億円 

272億円 

88 

119 

15 

（39％） 

（54％） 

（7％） 

101 

150 

21 

（37％） 

（55％） 

（8％） 

+26％ 

+15％ 

+40％ 

Ⅰ 2016年3月期実績 
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Ⅱ 2017年3月期予想 

連結予想ハイライト 

（単位：億円） 
2015年度 

実績※1
 

2016年度 

前年比 

上期予想 下期予想 通期予想 

売上高 4,053 2,000 2,020 4,020 ▲0.8% 

売上総利益 443 217 245 462 4.3% 

営業利益 97 35 55 90 ▲7.5% 

経常利益 102 34 56 90 ▲11.6% 

親会社株主に帰属
する当期純利益 

73 23 36 59 ▲19.7% 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日まで（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日まで（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 
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15 

集積回路及び電子デバイスその他事業 

（単位：億円） 

景気は不透明感が強く、半導体市場は弱含み。 

通信インフラは、国内外ともに減速する見込み。 

コンピュータは、サーバー向けビジネスの一部終息により減少する見通し。 

産業機器は、中国の経済減速感から緩慢な回復になる見込み。 

Ⅱ 2017年3月期予想 
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セキュリティ市場は引き続き拡大傾向。 

サイバーセキュリティ基本法の適用対象となる重要インフラ事業者等の 
セキュリティ投資の拡大が見込まれ、セキュリティ関連ビジネスが伸長 
する見通し。 

今後成長が期待されるクラウド・モバイル、データインテリジェンス関連 
ビジネスへの商材拡充。 

 

（単位：億円） 

ネットワーク事業 
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90
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150

180

2015年度上期 2015年度下期 2016年度上期 2016年度下期 

Ⅱ 2017年3月期予想 
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①配当予想 

配当の基本方針は、将来の事業展開と経営体質の一層の充実・強化のために必要な内部

留保を確保するとともに、株主の皆様に対し極力利益を還元すること、諸般の情勢を 

勘案しつつも安定した配当の継続に努めることと致します。毎事業年度における配当の 

回数についての基本的な方針は、中間配当並びに期末配当の年2回を原則とします。 

なお、当社は取締役会の決議により、会社法第 454 条第5号に規定する中間配当を 

行うことができる旨を定款に定めておりますが、マクニカ・富士エレ ホールディングス

株式会社発足の初年度につきましては、期末日を基準とした年1回の配当を予定して 

おります。以上の方針に基づき、当期の配当金は、期末配当1株当たり40円（普通配当

35円、記念配当5円）とさせていただく予定です。 

次期の配当金は、中間配当並びに期末配当の年2回とし、それぞれ1株当たり17円50銭、

年間35円を予定しております。  

Ⅲ 株主還元 

年間配当金 

第2四半期末 期末 合計 

円 銭  円 銭 円 銭 

2015年3月期 － － － 

2016年3月期 － 40.00 40.00 

2017年3月期（予想） 17.50 17.50 35.00 
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②株主優待 

内容 
 

Ⅲ 株主還元 

① 優待商品 

専用カタログの中から 

お好きなものを1点選択する 

ことができます。（3000円相当） 

② 優待クラブオフサービス 

宿泊・レジャー・スポーツ・ショッピング 

・グルメ等の施設やサービスを割安な価格で 

利用可能な会員特典を付与します。 

（全国20,000店舗以上、1年間有効・何回でもご利用いただけます） 

保有株数 優待内容 

100株以上～200株未満 QUOカード 1,000円分 

200株以上～500株未満 下記2種のうち①または②のどちらか一つをご選択いただけます。 

500株以上 下記2種①②両方ご利用いただけます。 

対象・開始時期 
 
毎年3月31日現在の株主名簿に記載または記録された、1単元（100株）以上を
保有する株主様を対象といたします。 

贈呈時期は、毎年6月ごろを予定しております。 

※写真はイメージです。 

※写真はイメージです。 
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経営環境 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

前例のない規模で半導体メーカーの合併が進行中 

半導体産業の寡占化と代理店の淘汰が加速 

危機感 ＆ 新たな機会 
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中期経営計画 

成長の追求による優位ポジションの確立 

1 成長戦略 

② グローバル戦略の強化 

① 統合効果によるシェア拡大 

③ ネットワーク事業の強化 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

2 中期経営目標 

④ 成長加速の施策 



1 成長戦略：①統合効果によるシェア拡大 

国内（半導体事業） シェア獲得とさらなる拡大 

A社 
11.3% 

B社 
5.2% 

C社 
4.8% 

D社 
4.2% E社 

4.1% 
F社 

3.9% 
G社 
3.5% 

H社 
3.2% 

I社 
3.1% 

その他 

47.0% 

半導体商社の半導体売上シェア（日本市場） 

CY2015 

Source: Gartner, “Market Share: Semiconductor Distributors, Worldwide, 2015” 23 February 2016, 

Chart created by Macnica based on Gartner data. 

Macnica Fuji Electronics 
Holdings 9.7％ 

CY2018 目標 

Source: Macnica 
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Macnica Fuji Electronics 
Holdings 12.0％ 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

24 

商材 
Top10顧客：56% 

Top11-20顧客:9% 

中堅・中小:35% 

顧客：売上比率 
*2015年度上期 

2016年4月より 
順次実施 

1 成長戦略：①統合効果によるシェア拡大 

顧客 

統合効果のキーとなるクロスセル戦略の加速 

仕入・マーケテイング
機能の一体的運営 

効率化 

販売体制の 
一体的運営 

強化 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 



1 成長戦略：①統合効果によるシェア拡大 

統合による生産性・経営効率の向上 

国内外拠点の共同体制における効率化 

情報システム・物流機能等の共通化・効率化 

各種情報・ノウハウの共通活用 
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共通業務の効率化 

各種投資負担の軽減 

人材交流・最適配置による効率化 

外部取引ランニングコストの削減 

相互出向による人事交流の開始 

FAEの協業による技術サポート力の一段の向上 

2017年度中にシステム・オペレーション・ロジ
の共通化実施予定 

2017年4月より統合人事制度のスタート予定 

各本社機能の持株会社への集約化を2016年より
順次実施予定 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 
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Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

Fuji-Ele (17) 

Macnica Asia Pacific(10) 

Macnica Network USA 

Cytech(22) 

Galaxy(11) 

Cytech Global(8) 

Macnica Americas(11) 

Macnica DHW(3) 

Macnica GmbH(7) 

Macnica UK(1) 

Asia Pacific 

Korea 

Shanghai 

Thailand 

Hong Kong 

Taiwan 

Malaysia (KL/Penang) 

15か国：70拠点 

2016年3月31日現在 



 

Analog Devices 

Neophotonics 

Midé Technology 

Skyworks 

Rochester Electronics 

Massachusetts 

Maryland 
Arxan  

Attivo Networks 

Colorado 
Ping Identity 

British Columbia 
Sierra Wireless 

Oregon 
Lattice 

Mentor Graphics 

Perpetua 

Radisys 
Ontario 

Open Text 

Sandvine 

Maine 
Fairchild   

North Carolina 
Cree 

Wolfspeed  

   

Hong Kong  
Maestro 

Taiwan 
Advantech 

CMSC 

Faraday 

MediaTek 

Parade 

Transcend Malaysia 
Dominant 

Germany 
Infineon 

PHOENIX CONTACT 

Wurth Elektronik 

France 
IPDiA 

6WIND 

Israel 
AudioCodes 

Radware 

Texas  
Texas Instruments 

Silicon Laboratories 

Midokura 

Mosys 

Peregrine 

PMC-Sierra 

Qualcomm 

Rfaxis 

Sigma Designs 

SiTime 

Aruba 

AVAST Software 

Barracuda 

Blue Coat 

Box 

Connectem 

CrowdStrike 

Dell SonicWALL 

FireEye 

Gigamon 

GitHub 

Imperva 

Infoblox 

Juniper 

McAfee 

Menlo Security, 

MobileIron 

Nutanix 

PLUMgrid 

Pulse Secure 

SBOX 

Skyhigh Networks 

Splunk 

Tanium 

Violin 

Viprela 

ZNYX 

Adaptec by PMC 

ALTERA 

Broadcom 

Cavium 

Cephasonics 

CoAdna 

Cypress 

Finisar 

GainSpan 

HGST 

IDT 

ISSI 

Intersil 

LTC 

Lumileds 

Marvell 

Mellanox 

Japan 
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ローム 
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STMicro 
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COILCRAFT  

＊国内での契約の仕入先一覧    （海外子会社の仕入先は除く） 

Australia 
ams 

Idaho 
Micron 

Netherlands 
Gemalto 

1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 

国内契約仕入先の海外展開 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

2016年3月31日現在 
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（単位：億円） 

1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 

28 

(計画） (計画） (計画） 

グローバルビジネスは着実に拡大 

  特にアジアローカル市場は大きく伸長 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 



1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 
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マクニカネットワークスグループとして 
アジアビジネスの拡大 

セキュリティの経験・知見 ハイスキルなセキュリティエンジニア 

強い商材 強固なエンドユーザ基盤 

Synergy ネットワーク事業のアジア展開 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 
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車載向けビジネスの拡大、特に海外が大きく伸長 
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Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

（単位：億円） 



増え続け、高度化するサイバー攻撃 

サイバーセキュリティ基本法 

東京オリンピック 

 IoT 

自動車へのハッキング成功 

日本年金機構の情報漏えい 

 13分野にわたる重要インフラ 

テロリズム 

 

 

 

 

 

 

背景 

市場は大きく成長 

環境変化 

ニッチ産業 メジャー産業 

IT課題 経営課題 

1 成長戦略：③ネットワーク事業の強化 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

セキュリティ事業を取り巻く環境変化 
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Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 
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1 成長戦略：③ネットワーク事業の強化 

ネットワーク事業のさらなる成長 

（単位：億円） （売上） 



1 成長戦略：④成長加速の施策 
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差別化した高付加価値ソリューションの展開 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

プラント・工場 

車・交通インフラ 

オフィス 

家電 

電力網 

医療・ヘルスケア 

制御 

収集 

蓄積 

解析・分析 

人工知能 

ゲートウェイ 

可視化 

機械学習・深層学習 

データセンター 

インターネット/クラウド 

IoT（デバイスから収集～分析～人工知能） 

1 成長戦略：④成長加速の施策 

新規事業への布石 

Macnica Ventures始動 

Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

既存事業の成長と新規事業の創出のための投資事業 

未来事業創造室を新設 

2016年4月に専用部署を設立 

半
導
体
事
業 
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ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

新 

規 

事 

業 
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2 数値目標 
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売上高 5,000億円以上 

当期利益 

ROE 

100億円以上 
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成長戦略 ①統合効果によるシェア拡大 ②グローバル戦略の強化 ③ネットワーク事業の強化 ④成長加速の施策 
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Ⅰ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

（単位：億円） （単位：億円） 
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社外取締役候補者の選任に関するお知らせ 

氏名 

（生年月日） 
略歴 

寺田 豊計 

（昭和38年９月19日生） 

昭和63年４月 伊藤忠商事㈱入社 

平成16年４月 ITOCHU Technology, Inc. Senior Vice President 

平成18年５月 伊藤忠テクノロジーベンチャーズ㈱ 

   取締役マネージング・ディレクター 

平成25年10月 A2O㈱ 代表取締役社長（現任） 

相馬 すんだらん 

（昭和39年12月８日生） 

平成２年12月 東邦システム株式会社入社 

平成４年12月 ヴェーダテック株式会社入社 

平成13年７月 KPMGビジネスアシュアランス株式会社 

  （現 KPMGコンサルティング株式会社）入社 

平成21年７月 イー・ティー有限会社 代表取締役CEO（現任） 

平成22年３月 ET Advisory Hong Kong Limited CEO（現任） 

平成22年５月 ET Ventures合同会社 代表社員（現任）  

平成28年5月9日開催の取締役会において、社外取締役候補者の選任を内定いたしましたのでお知らせいたします。 

本件につきましては、平成28年6月28日開催予定の第1回定時株主総会の承認をもって正式に決定される予定です。 

※なお、両氏は、東京証券取引所の定める独立役員の要件を満たしており、独立役員として同取引所に 
 届け出る予定です。 

経営体制及びガバナンス機能の一層の強化を図ることを目的として、独立性の高い取締役を 
選任することといたしました。 

選任の理由 
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